
日立女子陸上競技部事務局

京都府京都市で毎年恒例の全国女子駅伝が開催され、47都道府県チームが参加しました。
当部からは茨城県代表で3名、広島県代表で1名、岩手県代表で1名の計5名の選手が出場し、それぞれ地元代表
チームに貢献する走りを見せました。
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スタート
　 ゴール

岩手県代表 1区
鈴木 樺連選手
区間34位　20分44秒

茨城県代表 2区
佐々木 芽衣選手
区間25位　13分11秒

茨城県代表 1区
佐々木 瑠衣選手
区間29位　20分31秒

茨城県代表 9区
石澤 ゆかり選手
区間33位　33分51秒

広島県代表 9区
田村 紀薫選手
区間31位　33分48秒
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佐々木 瑠衣 選手佐々木 瑠衣 選手

佐々木 芽衣 選手佐々木 芽衣 選手

総合25位　2時間22分24秒総合25位　2時間22分24秒

29位　20分31秒29位　20分31秒

25位　13分11秒25位　13分11秒

石澤 ゆかり 選手石澤 ゆかり 選手
33位　33分51秒33位　33分51秒

今回の駅伝は久しぶりの1区での出場となり、
楽しみな気持ちもありましたが、
力のあるメンバーが揃う中で走り、自分の

今回の都道府県駅伝は2区を走らせていただいたので、

これが現役最後の駅伝ということもあり、
大会の雰囲気や襷を待つ緊張感、たくさんの声援を
受けて走る景色などの全てがキラキラしているように
感じました。

茨城県代表

実力不足を痛感したレースとなってしまいました。
今回の経験を、今後、チームの駅伝にしっかりと
生かしていけるよう、先を見据えながら、この冬は
練習を積んでいきます。
また、中高生と同じチームで走れたことは、初心を
思い出す良い機会でもあったので、初心を忘れずに
競技に取り組んでいきます。
応援ありがとうございました。

チームの流れを作ることと、前半から攻めの走りを
　する意識を持って臨みました。
結果は思うように体が動かず、納得のいく走りは
できませんでしたが、中高生とタスキを繋げた

ことや普段と違う環境の中のレースで学ぶことが多く
あった大会でもありました。
起伏の多いコースの走りなど、まだまだ課題も多い
ので、10月、11月のチームの駅伝に向けては課題を

チームのために一秒でも早くゴールしたい気持ちと、
まだゴールしたくない寂しい気持ちとで揺れながら走った
この10㎞区間は、タイムとしては満足のいくものでは
ありませんでしたが、他県の選手たちと抜いて抜かれて
競り合って、駅伝の面白さをたくさん味わうことが
できました。
地元の茨城県代表として、茨城の絆を感じられる素敵な仲間
たちと襷を繋げられることができて、とても幸せでした。
粘りに粘り抜いた全員駅伝へ、たくさんの温かいご声援本当に
ありがとうございました。

克服していけるように練習を積んでいきます。
1月、2月で冬期の大会があるので、先を見据えつつも、

しっかりと目標とする大会で結果を出していけるように
頑張っていきたいと思います。
今後も応援よろしくお願い致します。
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\ 応援ありがとうございました /\ 応援ありがとうございました /

田村 紀薫 選手田村 紀薫 選手

総合15位　2時間20分50秒総合15位　2時間20分50秒

31位　33分48秒31位　33分48秒

鈴木 樺連 選手鈴木 樺連 選手
34位　20分44秒34位　20分44秒

  不調や足の痛みで思うように練習を積めずに迎えたレースと
　なってしまいましたが、最低限の今の力は出し切ることが

今回は岩手県代表として 1区を走らせていただきました。
高校 3年生の時以来の 1区だったので、緊張しながらも、

広島県代表

総合36位　2時間24分29秒総合36位　2時間24分29秒
岩手県代表

できました。
そしてなにより、私自身は良い走りができなかったものの、
若い選手たちに助けられ、広島チームとしての目標を
達成できたことを嬉しく思いましたし、

中学生高校生と同じチームとして走ることで、昔の自分と
重ねながら初心を思い出し、自分を見つめ直す良い機会とも
なりました。
今後は怪我の再発防止に努めながら、春先から始まるトラック
レースに向けてまた取り組んでまいります。
応援ありがとうございました。

その時のことを思い出しながら精一杯走りましたが、
まだまだ力不足を感じる結果となってしまいました。
レース中は、沿道から会社の方々がたくさん応援してくださり、
本当に嬉しかったです。
今月末の勝田マラソン10㎞が今年度最後のレースとなりますが、
いただける応援に、もっとお応えできるように、
そして来年度はもっとレベルを上げていけるように頑張ってい
きます！


